
【文献紹介】

　「戦後海運造船史」を語る時、常に座右に置いて、各時代のニュースを検証するのに格好の図書があ

ります。「船の科学」誌に連載された記事をまとめた「海運造船ニュース解説」がそれです。以下編著

者米田博氏による本書利用の手引きをご覧下さい。

『海運造船ニュース解説』の利用の手引き

米　田　　　博
（元運輸省、元船舶技術協会「船の科学」誌編集長）

　㈱船舶技術協会発行の『船の科学』は昭和25年７月号（第３巻第７号）から最終号（平
成13年12月号、第54巻第12号）に至るまで、618回休む事なく「海運造船ニュース解説」
を連載してきました。その執筆者は吉田精顕（22回）・米田博（81回）・編集部（運輸省船
舶局員の原稿による）（287回）・米田博（217回）・国土交通省海事局（11回）と変遷しま
したがその時々のトピックニュースを毎月解説するというスタイルを618カ月にわたって
つらぬいてきた本解説は、今となると戦後海運造船史を臨床的に知るための貴重な文献と
なりました。
　これを海運造船の研究者に利用してもらうには、この全解説を単行本として出版するの
が通常の方法でしょうが、不幸にして船舶技術協会が『船の科学』誌を廃刊せざるを得な
い事態となったため、Ｂ５判約1900ページの辞書のような本を出版することは到底できな
いこととなりました。

Ａ．印刷物
　しかし幸にして廃刊された『船の科学』誌の後継誌として『船と海のサイエンス』誌を
発行している独立行政法人　海上技術安全研究所が１冊（４分冊）合計1900ページの本に
して、10部作成してくださいました。この10部は同研究所から次記の10図書館に寄贈して
各図書館の蔵書として一般の方々が自由に利用することが出来る態勢を整えていただいて
います。

記
１　国立国会図書館（東京本館）
２　国立国会図書館（関西分館）
３　国土交通省図書館（国立国会図書館国土交通省分館）
４　㈶日本海運振興会海事情報センター（旧　海事産業研究所海事資料センター）
５　神戸大学経済経営研究所図書館（日本海運経済学会事務局）
６　東京海洋大学付属図書館　越中島分館
７　船の科学館図書館（日本海事科学振興財団）
８　大和ミュージアム（呉市海事歴史科学館）
９　独立行政法人　海上技術安全研究所　図書館
10　独立行政法人　海上技術安全研究所　物流研究センター
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Ｂ．CD-ROM
　続いて海上技術安全研究所は上記書１冊（４分冊）1900ページを収録した「戦後海運造
船史資料」「船の科学」誌 「海運造船ニュース解説」「CD-ROM版」と名付けた『CD-ROM』
を作って日本海運経済学会会長をはじめ同学会の理事など主要海事研究者に配布いたしま
した。
　このCD-ROMには、本書の表紙・序・目次・本文（第１編～第４編）・後記、がすべて
収録してあって、特に目次タイトルは、検索ツールをクリックして検索画面がでたら検索
文字を入力して、目的の目次を探しあて、当該ページを表記し、必要に応じて印刷するこ
とができます。
　以上に述べたように、本書をご利用になりたい方々は、最寄りの10図書館で印刷物を閲
覧されるか、主要海事研究者がお持ちの「CD-ROM」を利用されることをお勧めいたし
ます。

Ｃ．ホームページ
　なお、海上技術安全研究所のホームページ（http://www.nmri.go.jp/）の「サイト検索」
に『海運造船ニュース解説』と入力すれば全編の目次が表示され、この目次であたりをつ
けておいて上記二つの方法にアプローチすることによって目的を達することができます。
　ご参考までに、このホームページは
　山縣記念財団のホームページ（http://www.ymf.or.jp/html/zaidan-link.html）とも
リンクしており、そちらからアクセスすることもできるようになっています。

付．全解説を単行本またはCD-ROMとして出版

　次ページ以降に、一例として、10図書館の蔵書となっている「海運造船ニュース解説」
全618回、1900ページのうちの１回分（「船の科学」誌1973年７月号の海運造船ニュース解
説  p.871〜p.873）を添付しましたので、これから全体を推察してください。

　冒頭に述べたように、全解説を単行本またはCD-ROMとして出版し無料配布または市
販できればこれに越した企画はありません。
　もしこれに関する企画がある方があれば下記に照会してください。

記
独立行政法人　海上技術安全研究所
物流研究センター「船の科学」誌ニュース解説担当
E-mail:logistics@nmri.go.jp
Tel ： 0422-41-3110
Fax： 0442-41-3112
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